
ASP.NETは拡張性の高いフレーム

ワークです。ASP.NETで提供されてい

るWebフォーム（aspxファイル）や

Webサービス（asmxファイル）といっ

た機能はこのフレームワーク上に実装

されています。同じフレームワーク上

に独自の機能を実装し、組み込むこと

が可能です。また、ASP.NETには

Windows認証、フォーム認証、Pass

port認証といった認証方法が組み込ま

れています。これらも同じフレーム

ワークをベースに構築されているもの

です。同様に独自の認証方法を実装し

て組み込むことも可能です。

ASP.NETのフレームワークはよくで

きていますので、これらの拡張を行な

うための作業は難しいものではありま

せん。フレームワークについて、ちょっ

とした知識さえあればよいのです。AS

P.NETのフレームワークの仕組みを学

び、それを実際に利用してみましょう。

ASP.NETのフレームワークについ

て、まずそのフレームワークの特徴と、

それを拡張する2つの要素（IHttpModule

インターフェイスとIHttpHandlerイン

ターフェイス）についてきちんと理解

しましょう。

フレームワークとは

Webアプリケーションにおける

フレームワーク

最近のWebアプリケーションの開発

においては、ある程度の規模以上の開

発の場合、なんらかのフレームワーク

を利用することが一般的になっていま

す。これは、Webアプリケーションが

はっきりとした定型的な部分を持って

いるからです。

Webアプリケーションでは、ブラウ

ザからサーバーにリクエストが送られ

ることによって処理が進められます。

このときブラウザからサーバーに送ら

れるリクエストは、HTTPという標準

仕様に沿った形式のデータです。デー

タの形式が決まっていますから、プロ

グラムからそのデータにアクセスする

ための方法も決まった形になります。

処理の形式が決まっているのですか

ら、その処理を行なう部分をフレーム

ワークとして構築してしまえば、同じ

ような処理の記述を何度も繰り返すよ

うな無駄な作業を省くことができるよ

うになります。

このように、Webアプリケーション
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においてはブラウザからのリクエスト

という定型的な部分の存在が、それを

扱うフレームワークを登場させる背景

になったと考えてもいいでしょう。

フレームワークは「型枠」と訳せま

すが、ではこの枠の中には何が入るの

でしょう。

Webアプリケーションの定型的な処

理の部分をフレームワークが受け持っ

てくれますので、残りは個々のアプリ

ケーションごとに異なる部分となりま

す。これを「ホットスポット」と呼びま

す。フレームワークを利用した開発で

は、このホットスポットの部分を実装

することが作業の主な内容になります。

ASP.NETのフレームワークの特徴

ASP.NETを大きくとらえた場合、2

つのホットスポットがあります。ひと

つはブラウザから送られてくるすべて

のリクエストを共通に扱うための処理

を記述するホットスポット。そしてもう

ひとつが個々のリクエストを扱うため

の処理を記述するホットスポットです。

これらのホットスポットに対するプ

ログラムの記述は、フレームワークに

よって用意された枠の中で行なう必要

があります。ASP.NETはこのプログラ

ムの記述のためにそれぞれインター

フェイスを用意しています。すべての

リクエストを共通に扱うホットスポッ

トに対するプログラムを記述するため

に用意されているのが“IHttpModule”

インターフェイスです。また、個々の

リクエストを扱うホットスポットに対

するプログラムを記述するためには

“IHttpHandler”インターフェイスが用

意されています。

そしてASP.NETではこれらのイン

ターフェイスに対して、典型的なWeb

アプリケーションで必要とされる処理

があらかじめ実装されて組み込まれて

います。それがIHttpModuleの実装で

ある各種の認証処理であり、IHttpHan

dlerの実装であるWebフォーム（aspx

ファイル）やWebサービス（asmxファ

イル）です。

これらのインターフェイスを理解す

ることが、ASP.NETのフレームワーク

を理解することにつながります。

IHttpModuleインターフェイス

組み込み済みのモジュール

IHttpModuleインターフェイスがど

のように使われるのかを見るために、

まず実際にASP.NETに組み込まれてい

るクラスについて調べてみましょう。

そのためには、ASP.NETに対して

HttpModuleを設定しているファイルを

探します。ASP.NET 2.0の場合は「C:¥

WINDOWS¥Microsoft.NET¥Framewo

rk¥v2.0.50727¥CONFIG」フォルダに

あるWeb.configファイルの<httpMo

dules>要素に以下のクラスが登録され

ています。

ドキュメントに記述が存在しないク

ラスもあるのですが、これらは大きく

わけると以下のような役割を持ってい

ます。

・ユーザーの認証を行なう

Webアプリケーションを利用しよう

としているユーザーが誰であるかを

セットします。

WindowsAuthenticationModule、

FormsAuthenticationModule、Passpo

rtAuthenticationModuleがこれにあた

ります。

・アクセス権の承認を行なう

ユーザーがリソースにアクセスして

よいかどうかを確認します。

UrlAuthorizationModule、FileAutho

rizationModuleがこれにあたります。

・データの取得／保存を行なう

サーバー上で保存されているデータ

をプログラムから利用できるように取

り出したり、処理の終了後に保存した

りします。

SessionStateModule、RoleManager

Module、ProfileModuleがこれにあた

ります。

認証、承認、データ取得／保存と

いった処理はすべてのリクエストに対

して共通に行なわれてはじめて有効に

機能するものです。では具体的にはど

のようにこれらの実装を行なうので

しょうか。それを知るためには、ASP

.NETのフレームワーク上で発生するア

プリケーションイベントについて理解

する必要があります。

アプリケーションイベント

アプリケーションイベントというの

は、ASP.NET上ですべてのリクエスト
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System.Web.Caching.OutputCacheModule

System.Web.SessionState.SessionStateModule

System.Web.Security

.WindowsAuthenticationModule

System.Web.Security

.FormsAuthenticationModule

System.Web.Security

.PassportAuthenticationModule

System.Web.Security.RoleManagerModule

System.Web.Security.UrlAuthorizationModule

System.Web.Security.FileAuthorizationModule

System.Web.Security

.AnonymousIdentificationModule

System.Web.Profile.ProfileModule

System.Web.Mobile.ErrorHandlerModule

System.ServiceModel.Activation.HttpModule




